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. 

 

ブラジル連邦のクリチバ市は2010年現在で人口約180万人を有する大都市である。1966年に策定された

都市マスタープランの強力な誘導のもと、先進的なバスシステムを実現した都市として知られている。幹

線、支線等からなる階層構成の路線網、幹線でのバス専用道路導入や沿道土地利用誘導の連携、民間運行

事業者の公社による一元的管理、 全市共通運賃と運賃収入の公社管理などのノウハウは、クリチバから

ボゴタやソウルに も受け継がれている。しかし、現在は、都市圏拡大等で、バス利用者は多いものの、

連邦政府の自家用車利用推進策、クリチバ市都心地区での駐車場新設建設凍結解除などか ら、自家用車

利用が急増し道路混雑が激化している。市政府は地下鉄導入計画を解決策 として推進しているが、自家

用車利用への対応は無策のまま現在に至っている。自家用車利用と公共交通利用のバランスの問題が、バ

スと地下鉄の問題にすり替わっている点 等の解決が求められる。 
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1. はじめに 

 

 本稿では、ブラジル連邦パラナ州州都のクリチバ市に

おけるバスシステムの現状と課題を、現地ヒアリング調

査に基づいてまとめた。以下、２節ではクリチバ市のこ

れまでの経緯を総括し、３節でバスシステムの抱えてい

る問題点を考察し、今後の課題を整理した。 

 

2. クリチバ市の都市政策の経緯 

 

 クリチバ市は、服部(2004)や中村(2006)で紹介されてい

るように、人間と環境を重視したまちづくりを数十年に

わたって展開してきている大都市である。1992年にはブ

ラジル連邦の環境首都として知られるようになった。ク

リチバ市のきわめてユニークなマスタープランの策定と

その実践の中には、注目に値する部分が多い。風土も文

化も異なる都市ではあるが、基本的な考え方を保持しな

がら、次々と起こる都市の変化にきわめてしなやかに対

応してきた姿勢は、我が国のまちづくりにおいても学ぶ

ところは大きい。都市を支える交通システムとして、当

初よりバスを活用してきた。クリチバ市のバスシステム

を紹介した文献としては、洋書ではVuchic(1981)、邦文

では中村(1989)が、それぞれ最初であると思われる。 

 当初から一貫して実践されてきたバスシステムの特徴

は、①都市計画研究所が基本的計画を策定し、詳細計画

と運営を都市公社が行い、運行は民間事業者が行う分離

体制の導入、②幹線、支線、環状線等に区分された階層

的路線網及び路線種類ごとの車体色塗り分け、③均一で

乗継無料の運賃、④収入の都市公社への一括納入と、運

行距離に応じた事業者への配分、⑤４車線道路の中央２

車線を縁石で区分した幹線バス走行空間の確保、⑤幹線

バス路線沿いの特別な都市計画規制による、高層集合住

宅建設誘導、などである。Vuchic(1982)では、幹線バス

の中央走行の写真が紹介されている。 

 人口の増加とともにバスシステムはグレードアップし、

当初は通常のバス車両であった幹線バスも、1992年には

順次、３連節バスを導入している。同時に輸送能力向上

と速度向上のため停車時間を短くする必要性から、乗降

場所の床高さをかさ上げした。都市圏内隣接自治体との

連携がはじまり、階層路線網は市域外まで拡張している。 

 貧困層の流入に伴う各種問題にも積極的に対応し、ス

ラム地区（ブラジルポルトガル語でファベラ）への対応
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として、教育機会確保、住宅供給、ゴミ買い取り交換制

度を導入してきた。結果として、清潔で安全でかつ物乞

いのいない、ブラジルではめずらしい大都市になった。 

 しかしながら、2004年に、これまでの都市政策路線と

は異なる考え方の市長が就任して以来、さまざまな状況

が重なり合って、状況が大きく様変わりしてきた。 

 

3. クリチバ市の現在の都市交通の問題 

 

現在クリチバ市を訪れて最初に仰天するのは、すさま

じい道路渋滞である。朝夕ピーク時の都心及びその近傍

の幹線道路はグリッドロックに近い凄まじさである。そ

して街中は以前よりゴミが増え、バスの窓ガラスをはじ

め、そこここに落書きがみられる。治安こそ他の大都市

ほど悪くはないが、物乞いは散見されるようになった。 

 都市が成長して所得が向上する中で自家用車保有は増

加してきた。もともと自動車産業を中心とした都市であ

り、その保有が伸びることは致し方ない。しかしながら、

その利用増も著しいことは注目に値する。 

 自家用車利用激増の要因は、国策による燃料価格引き

下げ、代替手段としてのバスサービスの悪化、市政の自

動車指向への変貌の３つに整理できる。以下、バスサー

ビスの悪化と市政の自動車指向への変貌について述べる。 

なお、データは欠如しており定量的な証左はない。 

① バスサービスの悪化 

具体的内容として、地元では、専用道路を走行する幹

線バスを含めすべてのバスの速度低下、車内混雑激化、

積み残しや団子運転、治安悪化を指摘している。 

バスの速度低下は、道路混雑に起因する。幹線バスに

ついては、専用道路が平面交差する交差点において、ル

ープコイル式感知器による優先制御があったものの、交

差する一般道路の混雑緩和のために、信号のパラメータ

を変更したため、交差点でのバスの信号待ち時間が増加

したこと、次に述べる停車時間の増加などが原因となる。 

車内混雑、積み残し、団子運転は根っこが共通してい

る。混雑については、市域外からの利用者増に対して、

適切な運行改善を行っていないことが原因と言われてい

る。停留所ごと乗降客数データもODデータもなく、バ

スロケーションシステムもないため、状況変化に応じた

速やかな改善ができていない。積み残しについては、す

べての途中バス駅で、５か所あるうちの３番目のドアだ

けを乗車に用いていることが原因となる。運行速度を保

つために乗車が完了する前にドアを閉じると積み残しが

発生し、ドアを閉じないでいると、後続のバスに追いつ

かれ、団子運転状態になる。いずれも、途中のバス駅の

様子を含めた現況診断ができていないことに起因する。 

② 市政の自動車指向への方針の変貌 

 市内の交通管理を担っている都市公社では、信号制御

の工夫による道路渋滞改善をめざしている。そこではバ

ス優先の思想は薄くなり、全体の渋滞緩和が優先される。 

 都心地区では路外駐車場の新設が長らく凍結されてい

たが、2004年以降解除され、都心には数多くの駐車場が

建設されるようになった。駐車場の供給増は競争激化と

ともにさらなる需要を呼び込み混雑を招いている。 

③ 市民のバスへの評価の変化 

 21世紀に入ってからの、自家用車利用へと転向する市

民の増加に対して、利用を減らす施策はひとつもなされ

ていない。自家用車利用からの転換を狙うバス側の施策

もなされていない。自家用車利用者はバスに見向きもし

なくなっている。バスは低所得者利用、治安の悪い乗り

物という認識が市民の間で強まっている。市内最大の私

立大学パラナカトリカ大学では、学生の自家用車通学を

奨励し、キャンパス内のオープンスペースの駐車場化を

推進している。幹線バス路線沿いの高層集合住宅は、そ

の立地の良さから人気が高まり、地価の上昇から賃貸及

び分譲価格があがり、結果的に所得の高い層の居住が推

進されつつある。一方で、市外から都心への低所得者で

バスは混雑している。結果的に沿道居住者はバスを選ば

なくなってきた。以前は区間運転のサービスがあったた

め、沿道居住者が混雑の少ないバスを利用することも可

能であったが、現在はそのようなサービスはない。潜在

利用者ニーズの調査も、クリチバ市ではなされていない。 

新規に流入してきた層はクリチバ市の都市政策の歴史や

バスサービスのユニークさ、環境や福祉政策の経緯など

を知らされていない。 

 

4. クリチバ市のバスシステムの課題 

 

 バスシステムの基本形態は保持されていることを踏ま

え、各種施策のための財源確保が問題であることを前提

とするならば、バスより自動車を優先する方針の宣言、

それに基づいたバスの速度向上及び自動車利用からの社

会的費用回収、速度向上によるコスト削減分と自動車利

用者から徴収分によるバスサービス改善への徹底的投資、

環境、福祉、教育の再徹底、大学や行政機関関係者への

徹底的啓発などが課題となる。地下鉄かバスかという議

論が現地では横行しているが、自動車利用とどう対峙す

るかが課題であり、地下鉄が入るにしてもバスの改善、

自動車利用抑制は必須の課題であり、動向が注目される。 
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